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これまでの経過

概要版

　高知市では、昭和33年に建設された市役所本庁舎の建替えについて、有識者等で構成す
る専門委員会や市議会、来庁者アンケートなど、皆さんのご意見を参考にしながら検討を
進め、この度、現庁舎の現状と課題、新庁舎の基本理念や基本的機能、事業の概要につい
てとりまとめた「高知市新庁舎建設基本構想」を策定しました。

　新庁舎の整備については、平成12年に庁内において、本市の目指すべき庁舎の
あり方や建設場所について取りまとめ、現在地、市民病院跡地、高知駅周辺市有
地の３箇所を建替え候補地として選定しました。また、平成13年には市議会に市
役所新庁舎等調査特別委員会を設置し、庁舎整備の検討が行われました。
　その後、市民病院跡地には「総合あんしんセンター」を建設、高知駅周辺市有
地には国の施設を誘致することとしたため、平成16年度には、市議会に対し新庁
舎建設となった場合には現在地での建替えとなる旨を報告し、また、平成20年に
は「高知市南海地震対策中長期計画」を策定し、平成29年度末までに建替え、又
は耐震補強工事等によって庁舎整備を行うこととして取り組んできたところです。
　そうした中、平成23年３月に発生した東日本大震災による甚大な被害を教訓と
し、今後発生するとされる南海トラフの地震に備え、災害対応拠点となる庁舎の
耐震化を重要課題とし、平成23年度に実施した本庁舎及び南別館の耐震診断によ
る「震度６強から７程度の大地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する
危険性が高い」との診断結果を踏まえ、庁内及び市議会で庁舎の耐震化について
検討を進めてきました。

「建替え」について
　耐震化の方法である「建替え」と「耐震補強」について、庁内・市議会におい
て比較検討しました。耐震補強では建替えに比べて一時的にコストは抑えられる
ものの、老朽化は解消されず、短期間の使用後に建替えが必要となること、また
耐震補強壁等により庁舎がいっそう狭あい化し、市民サービスの提供に支障が生
じる可能性が高くなります。こうしたことから、様々な課題の解決を図り、災害
対応拠点としての機能強化や窓口等の改善による市民サービス向上を実現するた
めには、「庁舎を建替えることが必要である」との結論に至りました。（詳細に
ついては、平成24年３月に策定した「高知市新庁舎建設基本方針」を新庁舎建設
課ホームページに掲載していますのでご覧ください。）








